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Niti類 に つ い て

細 川 暢 彦

ビルマのパー リ語文献 の うちにあって, 極 め て庶民的で ビルマの民俗の一 端を

知 る資料 として有効 なニーティと呼ばれ る一 群の文 献がある。 既 にJ. Grayに よ

って1886年 に ロ カニーティ, ダ ンマニーテ ィ, ラ ージャニーテ ィ, ス タ ワッダ

ナ ニー テ ィ(こ れはスッタワッダナニーティとするのは誤 りであるとされている)と い

う四種 のnitiが 英 訳 に よって紹介 され てい る1)。 これ に加えて近年(1981年)パ ー

リ聖典協会か らPali Niti Texts of Bumlaと 題 して極めてす ぐれ た研究 ととも

に批判 的な校訂 本が校訂 出版 された2)。 この校訂本には, Dhammaniti (Dhn.),

Lokaniti (Ln.), Maharahaniti (Mhn.), Rajaniti (Rn.)の 四 つのテキス トが含

まれ てい る。 我が国においては, 既 にLohanitiが ビルマの長老 に よって和 訳 さ

れ3), 紹 介 が なされ てお り, 池 田正隆先 生に よって, ローカニーテ ィの ロー マナ

イズに よる校訂 も行なわれている よ うである。 筆者 もDhn. に 関す る紹介をな し

た4)が, 今 回 はパ ー リ聖典協会か ら刊行 された テキス トを 中心に, Niti類 研 究上

の問題点 に就い て二, 三 の指 摘をな してお きたい。

まず第一点 はNiti類 独 自の語法を描出す る とい う点 である。 従来, Niti類 の

源泉 を求め る とい う形で行なわれた研究には, シ ャタカ類やパ ー リ語三蔵及びア

ッタカターへ の回帰 とい う方向の諸研 究が念頭 に浮かぶ。

詳 細に述べれ ば, Dhn. で は パー リ仏典 とパ ラレルな詩句が129偶 あ る。 それ

らの うちにはJaに 源泉 を求 め うる ものが106偶 あ る。 同様にANに 源泉を求め

られ る もの13偶, Th. が10偶, SN, 9偶, 及 びDhp. が そ れぞれ8偶, Vim及

びSnが4偽, DN, Niddiが3偶Kvが2偶, MN, Patis Mil, Smpが1偶 ず

つ平行 な句を共有す ると見る ことが で きる。 この うちTh, 1025偶 はPTS版 に

は指摘がな され ていない。 従 って, PTS版 とは平行句 の数 え方が一偶異な り, 延

べ162偶 が パ ー・リ語仏典 の中に平行 な句を有す ることにな る。 サ ンス ク リッ ト文

献に関 しては, 筆 老 の専 門を異 にす る分野で, PTS版 に 全 く依存 した結 論 とな

るが, Dhn. に お いては129偶 が サ ンスク リッ ト文献にその源泉 を見 い出す こと

がで きる。 これ らのサ ソス クリッ ト文献の うちには ヒ トーパデー シャや パ ソチャ

タン トラな どよく知 られ ているが, Dhnの 中 ではBuddhacaritaが 一 ヵ所 だけ平
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行句に掲げられているのが注意せ られてよいであろ う。Ln. ではパー リ語仏典に

平行な, パラレルな偶文を69偶 あげることができる。それらの うちではDhn. の

場合と同様に平行句が指摘できるものにJaの 詩句が20ヵ 所, Dhp. 8ヵ 所, It及

びがSrし2ヵ 所, それ らに続いてSN, AN, Th, Mil. が1ヵ 所ずつあ り, Vism. 

やSv. にもそれぞれ1ヵ 所ずつ偶文が平行 となっているとい うことである。 こ

のLn. に関しては, その源泉の研究は, PTS版 の校訂である, H. Bechertと

H. Braunら より, L. Sternbackの 業績が重要であるが彼ら二入もL. Sternhach

の業績を参照しているようであるので, 詳細はPTS版 の研究によって良いので

はないか と思われる。Ln. の場合はサソスクリット文献にパラレルな詩句を有す

る偶の数は三十偶 と全体の約18%と な り, どちらか とい うと全体の構成はパーリ

仏典に傾いているようである。

Mhn. の場合, サ ソスクリット文献からの引用は全体254偶 のうち96偶あ り, 

パーリ仏典か らの引用は55偶 とな ている。これらの うちJaに 平行 と思われる

詩句を41偶, Th. に8偶, SN. 及びSn. に4偶 ずつあ り, DN. とKv. に2偶, 

ItとDhp, Vism. にそれぞれ1偶 ずつ平行なる詩句が見い出 され る。Ln. や

Dhn. に比べると, パー リ仏典にその源泉を見出しうる偶は少なくなってお り, 

Th. からの引用が目立つようである。

Rn. の場合はパーリ仏典か らの引用はな く, 全体134偶 の うちに82偶 までがサ

ンスクリット語の文献にその源泉が見い出し得るとい う状況である。

このように見てみると, 結論を先取 りしたかたちにな るが, Ln, Dhn, Mhn, 

Rn. の順にパーリ語仏典 とのかかわ り合いが少なくなっていることに気づくので

ある。

さて, これ らのNiti類 の源泉をたどるとい う研究によってどのような一一面が

明らか となるかと言 うと, Nitiそ れぞれの成立年代や, 成立期におけるビルマで

のサソスクリヅト文献等の流布の状態を推定することができ, さらにはNiti各

々の偶文理解への大きな手がか りを示す ことができるのである。加えて, 先に述

べたパーリ語仏典としての重要度のようなものも見理出し得るのではないかと思

われる。

これに反し, Niti類 のNiti類 たる独 自性はどこに求められるであろ うか。

この問題については, シャタカ類にその源泉を見い出し得ない偶文についても

その意味が考えられるべきであろ う。

Dhn, Ln, Mhn. の三種のNitiに 共通な詩句で, しか もパー一リ語文献にもサ
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ンス ク リッ ト文献 に もそ の源泉を見い出 しえない偶 文 は五 偶 あ る。 それ らは, 

Dhn. 46=hn52=Mhn. 53, Dhn. 89=Ln. 89=Mhn. 194, Dhn. 222=Ln. 131=

Mhn. 187, Dhn. 269=hn. 119=Mhn. 190, Dhn. 369=hn. 24=Mhn. 49の 五 偶

であ る。 試みにDhn. 46偶 を 見 ると

aputtho parndito bheri pajjemo hoti pucchito

halo puttho apnttho pi bahnm vikatthate saga

賢者 は尋ねられずば太鼓のようで, 尋ねられれば雨雲のようである。愚か者は尋ねられ

ても, 尋ねられずとも多くを常に誇っている

とい う内容であ る。 これ に よ り, Niti類 の 内容や語法 な どが極 めて素朴であ るこ

とが理解 され よ う。同時にNiti類 の互換性, あ るい は共通性について も触 れ る

な らぽ, Dhn, Ln, Mhn, に は共通 の詩句があ るが, Rn. に は このよ うな共 通 の

詩句 はない。 最 もDhn. とRn. には 共通の詩句 が3偶 ほ どあ り, Ln., とRn., と

の 間に もMhn. とRn. との間 にもそれぞれ共通 の詩句が1偶 ある。 従 って, Rn. 

Dhn., Ln., Mhn., とRn., との間 には共通の詩句が背無である とは言い切れ な

いが, それ らの四種 のテキ ス トの中ではRn. は 少 し性 格を異 にす る と考 え られ

よ う。

同様 の ことはDhn., Ln., Mhn., Rn., の 四 つのテキス トの章 だてを見 て も考

え られ る。 これ らの章だ ては, Dhn. が 総 偶数414偶 で24章, Ln. は 総偶 数167偶

で7章, Mhn. が254偶 で4章, Rn. は134偶 で章だてな しと言 った構成 にな って

いる。 章 の名称 もDhn. とLn., Dhn. とMhn., Ln. とMhn. が そ れぞれ類似

した章名 を有 している。 しか し, Ln. が167偶 と少部なのに7章 に も分かたれ て

いるに もかかわ らず, Mhn. は254偶 で 四章 しか ない点 と, Rn. が134偶 で章立 て

がない点 は注意すべ きであろ う。 この点でLn. は非 常 に よく研 究され, 愛 読 され

た と見 るのが妥当であろ う。次いでDhn., Mhn., Rn. とい った順 で研究愛読 さ

れた と言 えはしないだろ うか。

以上 の諸点か ら, パ ー リ仏典か らの引用が多い, Ln., Dhn., Mhn., Rn. の順

で研究 された と考え られ る。Niti類 研 究 の上では編纂年 代や作者名 な ど不 明の問

題点が多 く残 されてい るが ビルマ仏教 の一一側面を見 る上で, Niti類 を看過 しえな

いであろ う。

<キ ーワー ド>Lokanti, Dhammaniti, Maharahanti, Dajaniti。

(駒沢大学大学院)

註記は省略するがご希望の方はご連絡下さい。
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